
連載記事 

■後援会メンバー紹介 （河野 憲了さん） 
（前田 慶枝さん） 

■風を切って歩く幸せ  （小俣 登さん） 
（牛窪 多喜男さん） 

■後援会員なら知っておきたい 

    誘導「レストランなどでの食事」編  

協会だより                                                                                                                                                                                              

◆アイメイト卒業生人数 
◆「その日のあとで」 

～歩行指導卒業後も続くフォロー体制 

ＴＯＰＩＣＳ 

■同窓会レク「くりはま花の国」レポート 

■広がる「アイメイト支援の輪」 
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塙保己一賞の 

授賞式の様子だよ！ 
すごいなぁ！ 

 
 

公益財団法人アイメイト協会が  第８回塙
はなわ

保
ほ

己
き

一
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後援会からのお知らせ 

■これまでの行事・活動＆これからの行事・活動 

■アイメイト募金芳名録 

■役員会議事抄録 

   後援会レクリエーションのお知らせ 

■会員のページ 

   会員からの投稿 

   アイメイト後援会総会のお知らせ 

■アイメイトサポートグッズオールカタログ 

 

 

 

アイメイト後援会が 第６３回東京都社会福祉大会で表彰 

 

＜特集＞ 



障害者の自立・社会参加の拡大につながる献身的な貢献 

公益財団法人アイメイト協会が 

第８回塙
は な わ

保己一
ほ き い ち

賞を受賞 
 

 

 

 

 

公益財団法人アイメイト協会がこのほど、障害者の自立・社会参加の拡大につながる献身的な貢献・支援を

行ってきたとして、「第８回塙保己一賞 貢献賞」（埼玉県主催）を受賞いたしました。 

表彰式は１２月２０日（土）、埼玉県本庄市児玉文化会館セルディにて執り行われ、アイメイト使用者や後援

会員も会場に駆けつけました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■アイメイト協会への講評（抜粋）  

「貢献賞の公益財団法人アイメイト協会は、国

内初の盲導犬を育成した日本の盲導犬育成事業

の先駆的団体であり、多くの視覚障害者に盲導

犬を提供しております。設立から 50年余り、こ

うした事業継続が、身体障害者補助犬法の制定

やひいては、視覚障害者の自立や社会参加推進

のための環境整備に結びつくなど、その貢献度

は非常に高く、また国際的な活動を展開してい

ることも評価いたしました」（選考委員長 松井

亮輔氏） 

■塙保己一について 

塙保己一（1746～1821）は、埼玉県本庄市出身

の江戸後期に活躍した学者です。幼くして失明

したにもかかわらず、学問の世界に果敢に挑戦

し、文化史上未曾有の文献集「群書類従(ぐんしょ

るいじゅう)」を編集・出版しました。ヘレン・ケラー

も人生の目標とした日本が世界に誇る偉人です。 

２０１４年１２月２０日（土） 

塙保己一ゆかりの地 

埼玉県本庄市にて表彰式 

「塙保己一正装座像」塙保己一史料館ＨＰより 
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■アイメイト協会・塩屋隆男代表理事からのご挨拶 

この度は偉大な先人、塙保己一師の名前を冠する賞をいただき恐縮

の極みです。当会はわが国における盲導犬事業のパイオニアとして「視

覚障害者の歩行問題解決のお手伝い」を使命に活動を続けてきました。

多くの方のご支援のもと、卒業ペア数は 1,250組を超え、国内で最多の

卒業実績をあげています。これからも賞の名に恥じぬよう、視覚障害

者福祉の事業に打ち込んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■障害者の自立・社会参加の拡大につながる献身的な貢献を続けるアイメイト協会■■ 

■１９５７年国産盲導犬第１号チャンピイ誕生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車道と歩道の段差をチャンピイに教える塩屋賢一  河相洌さんにチャンピイとの歩き方を指導 

■アイメイト協会創設者・塩屋賢一の受賞歴 

・厚生大臣表彰（1979年） 

・吉川英治文化賞（1982年） 

・勲五等瑞宝章（1993年） 

・ヘレンケラー・サリバン賞（2002年） 

■アイメイト協会は、現役使用者数も全国最多！！ 

現在、全国で実働しているアイメイト・盲導犬

は、合計 1,010 頭※。そのうち、アイメイト協会

出身者の実働数は、計 271組（使用者とアイメイ

トのペア）と最多で、全体の約 27％を占めていま

す。（2014年 3月 31日現在） 

※社会福祉法人 日本盲人社会福祉施設協議会 自立支援施設部会盲導犬委員会「平成 25（2013）年度盲導犬訓練

施設年次報告書」より 
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東京の社会福祉の発展に功績のあった社会福祉関係者として 
 

アイメイト後援会がこのほど、東京都の社会福祉の発展に貢献したとして、｢第 

６３回東京都社会福祉大会｣で表彰されました。表彰式は２０１４年１２月１９日（金）、

都庁第一本庁舎で開催され、後援会の鈴木薫会長をはじめ、後援会員でもあるア

イメイト使用者などが出席しました。 

アイメイト後援会は１９７３年より活動を開始し、盲導犬自体がまだ社会的に認知

されていない時代から、任意団体として地道にボランティア活動を続けてきました。 

 

■「これからも地道な活動を続けたい。」                      アイメイト後援会 鈴木薫会長 

「初めて盲導犬と出会ってから 30 年程経ちましたが、最初は何てけ

なげで利口な犬だと感心したものです。それがいつの間にかお手伝いに

関わって、リタイア犬に囲まれ、繁殖犬も途切れることなく犬と生活し

ながらの後援会活動でした。徐々に会員も増えて組織化しましたが、素

人の集まりなので資金もなく手弁当で、大きなことも出来ずに試行錯誤

でやってきました。なぜ活動しているのかを考えると、いつも感動や喜

びに接しているからだと思います。それは目の不自由な方がアイメイト

と一緒ならどこでも自由に外出できる事や、そんな優秀なアイメイトを

訓練する指導員の真摯な姿から思うのです。これからも出来る事を少し

でもお手伝いしていけたらと願っています。」（受賞コメント） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―功績概要― 

アイメイト（盲導犬）の普及と支援を目的とし、

様々なイベントにおいて盲導犬に対する理解を

深めるための活動を行っています。地域の行事や

学園祭等のイベント来場者に盲導犬の歩行体験

を通して視覚障害者の気持ちや盲導犬の役割に

ついて理解してもらう活動で、平成25年度は都

内11会場で実施されました。 

また、同後援会は、平成14年

度より盲導犬の育成事業を行う

公益財団法人アイメイト協会

（以下「協会」という）の支援活

動も行っており、毎年約１千万

円の募金とグッズ販売の収益を

協会に寄付しています。 

このように、普及活動を実施することで社会に

盲導犬の意義を広める役割を果たすとともに、協

会の事業を財政面から支援しています。 

今後も、優秀な盲導犬を数多く育成できるよう

協会を支援しながら、盲導犬や視覚障害者に対す

る人々の理解を少しでも深めるための活動が継

続されることが期待されます。（東京都HPより） 

―■東京都社会福祉大会について― 

東京の社会福祉の発展に功績のあった社会福祉関係者を表彰

し感謝の意を表する大会です。感謝の意を表するとともに、本

表彰を通して、優れた活動内容を紹介することにより、福祉活

動の普及・推進を行い、誰もが安心して暮らせる社会の実現を

図ります。（東京都HPより） 
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 *行事の予定は変更になる場合があります。参加の際は担当者へご確認下さい。 

実施日 イベント名 場所 参加者 

11/15（土） 川崎橘ＬＣ合同募金活動 ＪＲ川崎駅構内 水野（晴）・水野（玲）・小松 2・高澤・長谷川・大西・加藤・鈴木 2 

 11 月 2 度目の川崎駅。現役のアイメイト 4 頭の他、リタイア犬・繁殖犬・不適格犬などの 8頭も活躍しました。 

年内の募金活動はこれで終了で、好結果と心地好い疲れとともに帰路につきました。 

11/16（日） 青葉台福祉祭り 神奈川県横浜市 三村・近隣のボランティアスタッフ 

 秋晴れの上天気、とても楽しく販売しました。 

11/22（土） アイメイト協会同窓会 

レクリエーション 

横須賀 花の国 （後援会員）福永・荒井 2・加藤・藤井・武田・森田・市川・須網・

飯島・井上 

 ＊詳細別途 

11/29（土） 聖心サントール祭 聖心インターナショナルスクール 大熊 

 サントールの会は元々、フィリピンの恵まれない子ども達の為の支援団体です。有志の手作り品とラッフル券の売上

がフィリピンに贈られます。聖心の同窓生が出店するワンテーブルショップの売上はそれぞれの支援団体に寄付す

る事が出来ます。愛くるしい写真のクリアファイルが大人気でした。（大熊） 

11/30（日） 野木町キラリフェスタ 栃木県野木町 松澤 2・他 

 後援会として初めての参加。こじんまりした会場でもたくさんの子供たちで賑わい、アイメイト関連犬が大人気でした。 

12/28（日） 餅つき大会 川崎市三角商店街 水野（玲）・松澤 2 

 年末恒例、地元のご協力により、カレンダーなどのグッズ販売と募金に温かいご支援を頂きました。 

日時 イベント名・概要 場所 連絡先 

3/14（土） 

PM2～4時 30分 

川崎多摩川 LC 合同 川崎駅募金活動 

人の流れが絶え間ない駅構内で声を張りあげて。 

ＪＲ川崎駅構内 東口 鈴木（03-3878-7353） 

3/21（土・祝） 

PM2～5 時 

京橋 LC 合同 数寄屋橋募金活動 

賑やかな銀座通り、桜はまだ少し早いかも。 

銀座数寄屋橋交番前 鈴木（03-3878-7353） 

3/28（土） 

～29（日） 

ナイス㈱ 耐震博 

住宅関連展示会でのグッズ販売と募金活動。 

東京ビッグサイト 松澤（0280-98-4421） 

4/4（土） 大好き いばらき ふれあいまつり 

恒例のビッグイベントで参加者も多数。 

茨城県三の丸庁舎 古橋（029-295-4385） 

4/4（土） 

～5（日） 

古河さくらまつり 

今年は第 2回目で、今後長く継続を。 

古河市ネープルパーク 松澤（0280-98-4421） 

4/5（日） 成蹊桜祭 

毎年第一日曜に、成蹊同窓会のご協力で参加。 

成蹊学園構内 井上（03-3704-6119） 

4/12（日） オール学習院の集い 

近隣住民・卒業生・在校生・父母等の交流の場。 

学習院目白キャンパス 荒井（03-3717-9506） 

4/18（土） 

午後 

アイメイト協会同窓会総会 

受付などのお手伝いをお願いします。 

アイメイト協会 3Ｆ 富沢（03-3653-3947） 

4/25（土） アイメイト後援会総会（詳細別途） アイメイト協会 3Ｆ 鈴木（03-3878-7353） 

4/29（水・祝） 東京女子大園遊会 HOME COMING DAY  

新緑のキャンパスで東京女子大同窓会が主催。 

東京女子大学キャンパス 三村（045-981-4188） 

5/17（日） 後援会レクリエーション 豆腐会席（詳細別途） 神奈川県伊勢原市大山 鈴木（03-3878-7353） 

5/21（木） 

PM2～5 時 

川崎橘 LC 合同 川崎駅募金活動 

平日でもいつも賑やかで、お馴染みの場所。 

ＪＲ川崎駅構内 東口 鈴木（03-3878-7353） 

5/28（木） 明治神宮崇敬会 

毎年春と秋の婦人部総会に参加。 

明治神宮会館 鈴木（03-3878-7353） 

6/7（日） 西東京市ボランティアの集い 

お近くの方は是非ご参加を！ 

田無総合福祉センター 長谷川（岳）042-466-5087 

れ の 
ま 事 行 こ 

動 活 で 

れ の 
か 事 行 こ 

動 活 ら 
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アイメイト協会は、協会の主旨をご理解いただいた方からの支援によって支えられています。 

中でも、様々な企業からの継続的な支援は、非常に力強い支えとなっています。 

そうした企業の支援から、お客様や社員、株主までも巻き込んでくださっている例をご紹介します。 

 

 

 

 

■株式会社シードの「株主優待制度」 

㈱シードでは、社会貢献活動の一環として「Pureな愛（eye）をありがとうプロジェクト」に継続的に

取り組んでおり、アイメイト協会へ毎年、同社の使い捨てコンタクトレンズ“シードピュアシリーズ”

の売上箱数に応じた寄付を行っています（2013年度までの寄付額累計は、15,380,022円）。 

2014年はさらに、同社の「株主優待制度」の中にアイメイト協会への寄付が加わりました。同社の株

主の皆様が、商品や優待券だけではなく、アイメイト協会への寄付を選択できるのです。 

そして、すでに昨年 11 月に、初年度の寄付が実施され

ました。その寄付額はじつに 145万円!! たいへん多くの株

主の皆様から、アイメイト協会への支援にご賛同いただき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

「株主優待のご案内」（左）やホーム

ページ（下）で、アイメイト事業につ

いて紹介。 

いいね！ 

アイメイト協会・塩屋隆男代表理事 
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■東京ヤクルト販売株式会社 

2014 年 10 月に、銀座の数寄屋橋交差点で行われたアイメイト後援会の募金活動に、東京ヤクルト販

売㈱の社員の方 4名がご参加くださいました。街頭に立って、道行く人に声を張り上げて呼びかける街

頭募金活動は、とてもたいへんなボランティアです。この日は、計約 40万円もの募金が集まりました。 

また、この活動は、同社

の社会貢献活動のひとつ

として、ホームページでも

紹介されました。アイメイ

ト協会や後援会活動につ

いてもご紹介いただいて

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京ヤクルト販売のホームペ

ージで、アイメイト後援会の

募金活動への参加を報告。 
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前回まで、「基本的な歩行時の誘導」「駅や電車での誘導」について、最低限考慮したい内容について     

まとめました。毎回お伝えしていますが、「アイメイト使用者」とひとくくりにしないで、その時、その人に合った 

ご案内が必要ですので、知識として基本は押さえつつ、ご本人とコミュニケーションをとりながら、希望を聞い 

て臨機応変に誘導できるように心がけましょう。 

 

今回は食事編です。食事の時、どのようにご案内すればいいのかわからず緊張してしまうことってあります 

    よね。アイメイトを使っている方と一緒に行動していれば、途中で食事をすることもあると思います。そんな時、 

    気負わずさりげないサポートでお互いにとって食事が楽しい時間になれば素敵ですね！ 
   

  

 

１、店に入る 
 
 

 

アイメイト使用者の方とお店に入る時、「盲導犬が一緒ですけど大丈夫ですか？」 

などと聞かないで、堂々と入って行きましょう。特に初めて行くお店の場合、自分の 

肘か肩を貸してさっと案内して着席するのがスムーズな入店につながります。そして 

使用者にも、アイメイトを素早く伏せさせてもらいます。 
 
※入口でうろうろせず、まずは席についてしまい、使用者がきちんとアイメイトを管理しているこ
と、犬が静かにしていることを見てもらいます。入店拒否に遭ってしまった場合などについて
は、また別の機会に取り上げたいと思います。 

 

知っているお店に行く場合、一緒に行く使用者が初めてなら入店後、店内の様子

を簡単に説明して座る場所を決めましょう。お店の方が案内してくれる場合は、犬

が伏せる場所を確保できるように、通路際よりは壁側など通り道の邪魔にならない

ような席を希望すると良いと思います。 
 

店内を歩く際、テーブルの間隔や通路が狭い場合は肘や肩につかまってもらって

誘導する方がスムーズなこともあります。使用者にその旨を伝えて希望を聞き、必

要なら誘導しますが、その際にテーブルの角や、低く下がったランプなどにぶつから

ないよう気をつけます。狭い通路を横向きに歩かなければならない時は「狭いので

横に動きますね」というように一言添えましょう。 

決して腕や体をつかんで引っ張ったりせず、必要なことはまず言葉で伝えましょう。 
 
 

２、席に着く 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３、メニューを 
       見る 
 
 
 

席に到着したら、使用者の手をとって椅子の背もたれに触れてもらって下さい。 

その際に、急に手を引っ張ったりしないように気をつけましょう。 

使用者の方は、ちょっと背もたれに触れれば、そこから椅子の座面や 

テーブルの位置などを探ることができます。 

アイメイトは使用者の足元や椅子の下に入ります。 

床が汚れたり、食べ物が落ちていないか確認した後は使用者に任せて下さい。 

何人かで食事をする場合、席についたら順番にそれぞれが声で自分の位置を知ら

せると席順がわかります。 
 
 

お店でメニューを見て何を頼むか決めるのは、とても楽しいことです。会話のキャッ

チボールを楽しみながらオーダーのお手伝いをしましょう。 

メニューを読み上げる時は、まず何か食べたいものが決まっているか聞いてみて、

特に決まっていないようだったら大きなカテゴリーから案内します。和食か洋食か、

定食か単品か、肉か魚か、煮物か焼き物か、などおおまかな希望を聞いて、そこ

から読み上げていくと良いでしょう。 

後援会員なら知っておきたい 

「レストランなどでの食事」編（その１） 
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４、クロックポジ
ション 

 

金額も、ご本人からはいちいち尋ねにくいでしょうから、読み上げた方がいいかどうか

希望を聞くと良いのではないかと思います。 
 
 

テーブルの上のコップやお皿の位置関係は「クロックポジション」で説明します。これ

は時計の文字盤の位置を利用して物の位置を説明する方法です。 

例えば、「お皿を中心にして、１時にコップがあります」「９時にパンがあります」「１２

時にスープがあります」のように説明します。 

「クロックポジション」は、大皿に盛りつけられた料理の位置関係を説明するときにも

使います。「６時にハンバーグ」「２時にキャベツの千切り」といった具合です。  
 
この他に、コップを置くときに軽く音をたてて置くという知らせ方もあります。手を添え

てちょっと触れていただくと、手探りで探してこぼしてしまうということもありません。 

「熱い」「冷たい」などが分かるものは、その旨も伝えましょう。 
 

また、料理を説明するときは、できるだけ味や形がイメージできるよう具体的に説明

しましょう。例えば、単に「野菜」と言うのではなく、「生のキュウリとトマト。スライスして

あり、レタスの上に乗っています」というように説明します。よくわからないまま口に運

ぶより、具体的にイメージしながら食べる方が何倍もおいしく感じられます。 
 

 
  
 
６、食事を楽し  
  む 

お茶やコーヒーのおかわりをもらった時や、テーブルの上が手狭になってお皿をずら

した時など最初と位置が変わる場合は、その都度伝えて下さい。 
 
 

オーバーサービスにならないように気をつけましょう。 

割り箸を割る、おしぼりの袋を開けるというようなことは一人で出来ます。 

ソースやしょうゆのような調味料を使うかどうか、コーヒーに砂糖とミルクを入れるか

どうかなども、ご本人に希望を聞いて、頼まれればお手伝いしましょう。 

大皿から小皿に料理を取り分けるときも、声をかけて希望を聞きながら取りましょ

う。頼まれもしないのに次々とお皿に料理を乗せていったりするのはオーバーサービ

スです。過剰なサービスは、まわりの人にも目が不自由だと何もできないかのような

印象を与えてしまいますので、さりげないサポートを心がけましょう。 
 
手を添えて器などに触れていただくと、形や大きさなどもわかります。 

色や模様の説明も、料理をいっそう楽しく美味しいものにする手助けになるのではな

いでしょうか。 
 
ご自分のお皿に料理が残っているのに使用者の方が明らかに気付いていないよう

な時は、一声かけて教えるのも嬉しいサポートではないかと思います。  
 

７、席をはずす
時は 

２～３人で話をしている時、席をはずす場合は必ず一声かけてから離れましょう。 

話が盛り上がっていて声をかけにくい時は、大きな声でなくてもちゃんと聞こえてい

ます。いなくなったことに気付かず、誰もいない方向に向かって話しかけてしまい、

バツの悪い思いをさせてしまうことがないようにしたいものです。 

戻った時は「戻りました～」と声をかけながら席につきましょう。  
 

８、お勘定 お金のトラブルは後々まで不愉快な感情が残ってしまいます。“なんとなく…”とあい

まいにせず、きちんと金額を伝えて精算しましょう。 

お金を受け取ったら、金額を口に出して受け取ります。おつりを渡す際も、わかり易

いように数えながら渡すなどの配慮が必要ですが、大袈裟にならないようにスマート

に受け渡しできると良いですね！ 

お帰りもどうぞお気をつけて！ 
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全国の盲導犬 
実働数 

1,010 組 

 
 
 
 
      
                      

期 卒業日 人数 

第４２９期生 １２月１３日 ４名 

第４３０期生 2015年 ２月 ７日 ２名 

【累計 １，２５７名】 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■歩行指導ミーティング 終了後は全職員が情報を共有 
  

歩行指導に関するミーティング(会議)は、開始前、中間、終了後の計３回行われます。ここでは、

時期に応じて、設定した目標についての確認と検証、訓練状態や注意点の確認、進捗状況、問題点

や課題についての確認がされ、活発に意見が交換されます。また、報告書を作成し、データベース

化しています。こうして、ＰＤＣＡサイクル（Ｐ＝ＰＬＡＮ（計画）、Ｄ＝ＤＯ（実施）、Ｃ＝ＣＨＥＣＫ（反

省）、Ａ＝ＡＣＴ（改善）のフローを回し、継続的なレベルアップを図る手法）によって管理することで、

歩行指導のレベルアップを図ること、また、指導の品質を一定にすることを目指しています。 

 開始前と中間ミーティングは歩行指導員のみが会議に参加しますが、終了後ミーティングには、

事務職も加わって報告と議論に耳を傾けます。卒業生からの電話を受ける窓口になるため、情報

の共有は不可欠なのです。 

 

第４３１期生 ３月１４日 ４名 

第４３２期生 ５月 ２日 ４名 

第４３３期生 ６月 ６日 ４名 

第４３３期生 ７月１１日 ４名 

協協協会会会便便便りりり    

《卒業予定》３月以降、下記のクラスが予定されています。 

 

アイメイト卒業生人数（２０１４年１２月～２０１５年２月） 

日本盲人社会福祉施設協議会発表 

（2014 年 3 月 31 日現在） 

 

アイメイト実働数 

２６３組 
（2014 年 10 月 31 日現在） 

４週間の歩行指導を終え、迎える卒業式。使用者とアイメイトのペアにとって、それはゴールではなく、新

たなスタートラインに立つことです。協会の事業の目的は、「視覚障害者の自立歩行をお手伝いするこ

と」。協会では、この考えのもと、必要なときに必要なフォローを行っています。その一部をご紹介します。 

 

イ ア イ メ り 協 会 よ 

「その日のあとで」 
～歩行指導卒業後も続くフォロー体制 
 

ト 
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■フォローアップサービス 
 
４週間の歩行指導は、視覚障害者とアイメイトがペアとなって歩き、生活

するための、必要最小限のカリキュラムを学んだに過ぎません。自宅に帰り、

日々生活する中で新たに生じる疑問や気になること、どうしたらもっとうまく

いくのだろうかということ、困っていることなど、様々な問題に対しては、早め

に解決することが大切です。そのため協会では、適宜、フォローアップサービ

スを実施しています。全国各地、ときには海外まで。必要に応じてどこにでも

出向きます。 

 このフォローアップサービスは、使用者本人 

の申告により行われます。それは、あくまでも 使用者本人の自主性を重んじ

ているため。向上心を持ち、問題を自分の力 で解決しようとする姿勢が重

要であり、協会はそのお手伝いをすることに 徹しています。 

      たとえば道路の形状が複雑で   

_ 迷ってしまう、いつも使う駅の構 

_ 内がわかりにくい、引越しなど環

境が変わった、アイメイトの動きが悪くなってしまった、ワンツーに問

題がある――など、多様な要請に対して実際に歩行指導員が出向い

て状況を把握し、指導を行います。 

 問題が解決し、使用者の不安が解消され、自信に 

つながっていくこと。「見違えるようによくなりました」 

という報告は、歩行指導員にとってもっとも 

嬉しいものです。 

 

（写真はイメージです） 

 

クラスを担当した歩行指導員からの報告の
後、各々が気づいたこと、思うことを話し、次
回のクラスへと生かしていく。 
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2014年 11月 22日（土）、アイメイト協会同窓会のレクリエーションで神奈川県横須賀市の「くりは

ま花の国」へ行ってきました。一行は使用者16名、同伴者8名、協会2名、後援会10名の、総勢36

名という大所帯。しかし同窓会のイベント担当理事さん達の入念な準備のおかげで、７～８名ずつの班に

分かれてスムーズに行動することができました。 

季節はずれで花は楽しめませんでしたが、広い園内で気持ちものびのびリフレッシュしました！ 

 

    いきなり大歓迎！？嬉しい立札！ 
    品川駅から班ごとに電車に乗り京急久里浜駅へ。そこで一度集合して 

    現地集合組と合流し、くりはま花の国まで徒歩20分。到着したら、 

    まずワンツーですが、ワンツー場所に行ってみるとこんな立札が⇒⇒⇒ 

 

    陣中見舞い！？理事長現わる！ 
    ワンツーを終え、園内のお食事処でワイワイと席について食事を 

待っていると、なんと塩屋理事長がいらっしゃるではありません 

か！わざわざ駆けつけて下さったようで感激！ 

 

              最初の目的地へゴー！  
              おなかもいっぱいになり、またワイワイと 

お店を出てフラワートレインの乗り場へ。 

運行時間が決まっているトレインなのに、 

私たちが大勢で乗ってしまったので、乗り切れず次の便を 

待つハメになったお客さんも・・・。ゴメンナサイ！ 

 

    こねてこねて、ハーブ石鹸作り体験！ 
    最初の体験はハーブ石鹸作り。一人一人に石鹸の素が入ったビニ 

ール袋が配られていますが、まだ触ってはいけません。次に3種 

類のハーブがまわってきました。オレンジとラベンダーとローズ 

            マリー。みんなでクンクン嗅いで好きな 

            香りを選び、それぞれ自分の石鹸に入れ 

るハーブもらいます。先生の指示に従っ 

てハーブと分量通りの水を入れてコネコネ、コネコネ。パラパラだっ 

た石鹸の素が、だんだんまとまってきました。 

固まってきたら好きな形を作って出来上がり。四角にする人、ハート 

型にする人、いろいろな形の石鹸が出来上がりました。家に持って帰 

って２週間（だったかな？）以上寝かせたら完成です！            

                とっても楽しい石鹸作り体験でした。 

                 

     はぁ～気持ちいい・・・足湯体験！ 
     ハーブの次は足湯体験。10分ぐらい坂を下って歩いて 

     行くと、見えました足湯の場所。お湯の中に、たっぷり 

ハーブが入ったネットが見えます。この成分がお湯に染 

み出して疲れをとってくれるんだ～。みんな靴と靴下を脱いで膝か 

ら下をお湯の中に。しばらくすると、体全体がポカポカしてきてと 

っても気持ち良くなりました。いつまでもつかっていたいけど、帰 

る時間です。行きと同じ道でも帰りは近く感じるのが不思議ですね。 

お天気にも恵まれ、とても楽しいレクリエーションでした。 

同窓会の幹事さん、お疲れ様でした。ありがとうございました！ 

理事長、 
お忙しい中ありがとうございました！ 

完成～♪ 
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講習会「“見えない”ってどういうこと？」に参加してきました！ 
 
久保田 弘文さん 

 
 
アイメイト協会はアイメイトの育成訓練と歩行指導を行う施設ですが、協会の最大の目的は視覚障害者の自立支援
です。つい犬にばかり目が行きがちですが、アイメイトを応援するために視覚障害について知るのも大切なことです。 
ボランティアセンターが主催した講習会に参加された後援会員から、レポートが届きましたのでご紹介します！ 

 
 
■２０１４年１１月の初め、豊島ボランティアセンター主催の「“見えない”ってどういうこと？」という講習会に

参加してみました。視覚障害者が日常生活で困ること、そして、サポートの方法と疑似体験という内容で

した。講師は東京都盲人福祉協会・豊島支部長の小宮山 芳人氏。 

その時のお話の中から、いくつかご報告いたします。 

 

■視覚障害者について 

・視覚に障害を持つ方の中には、まったく見えない人（全盲）と、眼鏡などで矯正しても視力が弱い人（弱

視）、また、見える範囲（視野）が狭い人（視野狭窄）などがいます。 

・白い杖を持った人が困っているようだったら、まず最初に「大丈夫ですか？」とひと声かけて聞いてみま 

しょう。いきなり肩や背中をさわると驚かれます。 

道を尋ねられたときや別れるときには、周囲の様子や、向いている方向などを説明します。そのとき、「あ 

っち」「こっち」「もう少し」という言い方をせず、「右」「左」「あと５メートル」といった具体的な言い方が必 

要です。 

・また、目の不自由な方たちは、聴覚（耳）・触覚（手）・臭覚（鼻）などを利用して、周囲の状況をつかむように 

感覚訓練や方向訓練をして、自分でできることは自分でやるように努力しています。 

（埼玉県ボランティア・市民活動センターの資料より） 

 

■日常生活で困ること 

・読み書きができないので非常に不便。音声パソコンを使うには訓練が必要で、利用率は１５％くらい。 

・点字ブロック上に、自転車や物が置いてあり、歩行に支障があることもある。 

・ガイドヘルパーさんを月５０時間依頼できるが、急な用事の場合は対応は難しい。 

・単独歩行の時に、白杖を払われたり折られたりすることもある。 

・横断歩道で信号が青になったのは、人が歩き出すのを察して判断しているが、 

雨の日は傘の雨音で周囲の音がよく聞こえないので、信号が変わった時に知らせてもらえると助かる。 

・ハイブリッドの自動車は、近くにきてもほとんど音がしないので怖いときがある。 

・新装開店の店があったり、花の色や、いいにおいのする店は何かなど、教えてもらえると嬉しい。   

                                 （講師の先生のお話より） 

 

■ブラインドウォーク体験 

目にアイマスクをし、前を歩いてサポートしてくれる人の肩に手をかけ、片方の手に白杖をもって疑似体 

験をしました。エレベーターに乗り、区役所の建物から歩道を歩き、横断歩道を渡るなどしながら近くの公 

園まで歩くのですが、まったく何も見えず、怖い思いをしました。目が見えないというのは、本当に不安で 

怖い大変なことだと実感しました。 

私たちは今は見えていますが、事故にあったり、病気の合併症、原因不明の病気で視力を失う可能性は 

誰にでもあります。私たちひとりひとりが、視覚障害者に対して、ごく自然に、普通にサポートするように 

なれたらいいなと思いました。 

多くの人は、視覚障害者への接し方を知りません。小学校で年に１～２時間そのような授業ができたら 

いいなと思います。行政へのアピールができれば良いと思いました。 

 

会 員 よ り 
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縫いぐるみ  あいと 
取り外せるハーネス付き 

鼻から尻尾まで 30cm 

￥3,800 

 

コットンショール 
綿 100％ 

ふんわり優しいシワ加工 

季節を問わずにご使用できます。 

45cm×180 ㎝（シワ加工状態） 

￥1,500 

 

リバーシブルマグバー 
両面使用可マグネット 

15cm×4 ㎝ 

￥400 

 

ミラークロック 
 9 ㎝×6cm 

鏡下部にデジタル時刻表示 

緑/青/オレンジ 各￥800 

 

ミニタオル 
黒田征太郎デザイン 

20cm×20 ㎝ 

青/赤 各￥300 

 

ステンレスボトル 
保温＆保冷 

高さ 19cm 

直径 5.5 ㎝ 

容量：300ml 

￥800 

 

 

シール 
1 シートに 20 枚 

Ａ5 サイズ 

 15 ㎝×21cm 

￥200 

 

写真エコバッグ 
綿 100％ 

丈夫な厚地帆布生地 

43cm×39cm

底マチ幅 7cm 

￥1,500 

 

ラブマスコット 
体長 15 ㎝ 

チェーンの長さ 16 ㎝ 

ボールチェーンでバッグやポーチに！ 

足の裏に肉球の刺繍 

黒/白/茶 各￥1,600 

 

しおり 
ステンレス製 

直径 3cm 

￥200 

 

貯金箱 
高さ 18cm  

￥800 

イラストエコバッグ  
綿 100％ 

薄地で畳んでバッグに 

40cm×31cm  

マチなし 

￥600 

- 13 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レザー 

キーホルダー 
牛革製 

リングの直径 

3cm 

￥1,000 

 

手編みキーカバー 
ラブ縦 5cm、横 4.5 ㎝ 

￥800 

 

手編み鉛筆カバー 
カバー縦 4cm 

￥800 

 

ハーネスラブ 

ピンブローチ 
2cm×2cm 

銅/銀 

各￥500 

 

手編みストラップ 
縦横 4.5cm 

￥600 

 

 

 

本革ハンドストラップ 
色：金ラブ/銀ラブ 

犬の体長 2.5cm 

金/銀 各￥1,000 

 

ミニレター 各種  8cm×19cm 各￥300 

写真ミニレター 黄色  

子犬イラストミニレター  橙/青 

イラストミニレター  

赤/緑 

 

しっぽが揺れる 

ピンブローチ 
縦 2.5cm 

金/銀 

各￥800 

 

フック付き 

キーホルダー 
小ぶりな三連タイプ 

イラスト部分直径 1.9cm 

￥600 

 

スマホプラグ付き 

ラブチャームストラップ 
横 3.5cm   

チェーンの長さ 20cm  

￥800 
2 頭ラブ携帯ストラップ 
犬の体長 2.5cm 

イエロー＆黒/茶＆ピンク 各￥1,000 
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可愛い三色の子犬が表紙を賑わせてくれました 

2015 アイメイトサポートカレンダー事業報告 

ご協力に感謝申し上げます。 

＊昨年度は早期に完売となり、大変ご迷惑をお掛けしました。 

今年度は増刷して、多方面に贈呈をすることが出来ました。 

すでに 2016 年版の撮影に入っています。引き続きご愛用下さい

ますようお願い致します。 

グッズ委託販売のお知らせ！ 
 

「GALLERY & SHOP アンゲル」 
 

荻窪駅南口仲通りのアーチを入ってすぐ “ドトール”手前 

東京都杉並区荻窪 5-29-7  ＊天使 エンジェル(Angel)の看板が目印です。 

営業日＆時間：月曜～金曜 12：30～18：00 

（変更の場合あり） 

杉並区の福祉作業所で制作の手作り小物や食品等を販売されていますが、 

店主さんのご厚意でアイメイトグッズの商品（一部）を置いて頂いています。 

 

サブトートバッグ 
刺繍・ビーズ・リボンをちりばめた 

おしゃれなバッグ。 

マグネットボタン止め 

裏面にファスナーポケット付き 

裏地と同柄の巾着も付いています。 

幅 23×高 20×マチ 10.5cm 

本体：綿 100％/持ち手：合成皮革  

緑/茶 各￥1,900 

ナイロントートバッグ    
絵本作家 はせがわ かこ さんのイラスト。 

優しいラブの横顔に癒されます 

厚地のナイロン生地＆裏地付き 

横 36～39×縦 33×底マチ 7cm（A4 ファイルが入ります） 

持ち手 長さ 52cm 

￥800 

制作部数 3,000部

販売部数 2,636部

贈呈・見本総数

（アイメイト協会・撮影協力者・練馬区小・中学校 他）

売上金額 2,630,500円

制作費

撮影・デザイン・印刷・Pホルダー・送料・梱包費別途

364部

1,427,852円
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ご注文は アイメイト後援会 鈴木まで 
 

TEL：03-3878-7353/FAX：03-3675-8588     E-mail：eyemate-goods@jcom.home.ne.jp 

オンラインショップ：https://ssl.shop.eyemate-support.org/goods/ 

 

★お買上げ 2 千円以上は送料無料（未満は送料 500 円～）  ★お支払方法：代引き・お振込み・カード決済（オンラインショップのみ） 

A C 

クリアファイル 

2 枚組 
表面はクリアで 

中の書類が見やすく 

なっています。 

A・C・D・E・F  

各￥300 

F 

D E 




